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Ⅰ．はじめに






















によると、平成 23 年 6 月 6 日時点の陸前高田市は、死















































































担当の日本赤十字広島看護大学は、第 1班が平成 23 年
10 月 4 日火曜日にＡ地区で、第 2班が 10 月 24 日水曜
日にＢ地区でプロジェクトを実施した。本学は、第 1班
































































































































　陸前高田市では平成 23 年 5 月に第 1回の健康生活調
査を実施しているが、その時、把握された市内の個人宅



















始した平成 23 年 10 月に日本赤十字６大学に対して、11




2名を 3日、日本赤十字秋田看護大学が 2名を 2日、1
名を 1日、日本赤十字看護大学が 4名を 3日、日本赤十
字豊田看護大学が 3名を 3日、日本赤十字広島看護大学
が 2名を 3日、日本赤十字九州国際看護大学が 2名を 2
日派遣した。
　本学では、看護ケアプロジェクトの担当者が被災者健
康調査に参加しており、第１班が 11 月 10 日、第 2班が
11 月 14 日と 16 日に調査を実施した。
３．本学第１班の調査の実際
　調査前日に健康生活調査表等の家庭訪問に必要な説明
を受けた。特に、家庭訪問先では、先方の都合や状態に
あわせ、こころと身体のケアを行いながら充分に話を聴
くようにし、必ずしも割り当てられた訪問をすべて行わ
なくてもよいと指示された。
　調査当日は、8時 30 分に活動拠点に集合し、訪問先
を地図で調べた。建物が崩壊されて目印がないため、詳
細に訪問先の確認を行い、訪問の順番を決定した。私た
ちは 3名でチームを編成し活動を開始した。
　午前中に 3世帯の訪問を実施した。2世帯の訪問では、
被災者自身はやっとの思いで命拾いをしたこと、大切な
家族を失ったこと、先の見通しが立たないこと等の体験
を１時間以上傾聴した。
　午後には 4世帯の訪問を実施した。移動中に、6大学
看護ケアプロジェクトの参加者から血圧測定の希望者が
いるとの情報を得て訪問した。居間で 60 歳代の夫婦の
血圧測定を行うと、居間の壁には津波の跡が残り、仏壇
には若い男性の遺影があった。ここでも、この夫婦の被
災体験を傾聴した。私たちは、日本赤十字社のマークが
ついたベストを着用しその一員であることがわかる姿で
活動をしており、移動中にも住民から声をかけられるこ
とがあり、陸前高田市のこころのケアのチームを紹介を
する機会もあった。
　訪問終了後に活動拠点に戻り、報告書を作成し責任者
に訪問の報告を行い、全体ミーティングに参加した。
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４．活動を通して思うこと
　今回の調査で出会った子どもをもつ母親は、「震災が
起こり、今もこれからも、どうしていこうか、また、震
災により傷ついた子どものこころをどのように支えたら
よいかと悩んだりすることもある。」と話した。さらに、
「子どもがいるからこそ、なんとかしないといけないと
思うことや、子どもが両親を支えようとすることから、
子どもが持つ強さや優しさを知り、震災で失ったものも
あるが、得たものもある。」と涙ながらに話し続けた。
このことから、この母親には喪失感があるにもかかわら
ず、前に進むしかないという強さを感じた。また、この
母親は子どもを気遣っているが、同時に子どもの強さに
支えられていた。
　また、老年期の女性は、「被災後しばらくはライフラ
インが途絶えていたので、お風呂を沸かすために近所で
協力をしたり、食事を分け合ったりし、近所とのつなが
りが強くなった。しかし、ライフラインが復旧し、それ
ぞれの生活が回復すると、近所との関係は震災前にもど
ってしまった。近所での協力がなくなり、なんだか寂し
いが、これは皆の生活がもとに戻っていっているという
ことだと思う。」と話した。
　震災にあった人々は、それぞれの体験に意味づけをし
ていた。松田（1995）は、ライフステージ（新婚期、
養育期、教育期（小中高校生の子どもがいる時期）、排
出期、老年期（だいたい 65 歳以上の時期））による被災
体験の意味づけを分析している。教育期では、被災体験
を通して子どもたちの役割を見直した、他者の人間性に
触れるような出会いを経験できたという肯定的な意味づ
けをしている。老年期は自らの人生に残された時間は長
くないという意識を持ち、生活再建へ意欲を持ちがたい
精神状況にあることを明らかにしている。しかし、老年
期の場合、人々の災害への意味づけは一様でなく、意味
づけの仕方に多様な生き方が現れているとも述べている。
　今回出会った老年期の人々から、今もなお言葉にはで
きない悲しみがあり夜も眠れない毎日を過ごしている
が、それでも前に進んでいく、進まなければという印象
を受けた。もちろん初対面の私たちに、こころの奥底に
ある気持ちを語ることはなかったと思うが、生活再建へ
の意欲を感じることができた。これには、当然のことな
がら被災者の居住地域の影響もあるとは思うが、ここで
は人とのつながりも持ち、この震災を受け止め、前に進
もうとしているように思えた。
　今回、被災者健康生活調査に参加することによって、
被災者宅を訪問し、多くの方と出会え、時代の変化や地
域性、人々の強さを感じることができた。
Ⅳ．おわりに
　日本赤十字６大学陸前高田看護ケアプロジェクトおよ
び陸前高田市被災者健康生活調査にも参加する機会を得
た。そこでは、複数の被災者の体験を聞くことができ、
災害が残したこころの傷の深さ、そして人々が持つ強さ
や優しさを感じた。また、災害に対する日本赤十字社を
はじめとする支援団体の活動を理解することができた。
なかでも、被災地に長期間とどまり活動をする保健師等
の活動には敬服した。
　陸前高田市で出会った方々、陸前高田市で支援活動を
されている方々、私どもに派遣の機会を与えていただき
ました日本赤十字社ならびに日本赤十字学園の関係者に
感謝いたします。
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